
別記様式第１７号（第１２条関係）

令和５年度　事 業 実 績 書

団体名

視点

事業名 第四期地域づくり計画策定事業 決算額

視点

事業名 あいさつ運動事業 決算額

視点

事業名 歴史・文化・自然写真コンテスト事業 決算額

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

③

地域住民の意見（アンケート）をもとに地域課題を見直し、計画を策定しました。

212,393円

標語募集を行うなど、声掛け運動を推進し、助け合いができる地域を目指しました。

332,786円

写真を通して「ふるさと再発見」を推進し、応募者増加を目指しました。

186,127円

①

　みやの地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　長く続いたコロナ感染対策は終息を迎え、以前の状態に戻しての事業を進めましたが、4年間のコ
ロナ対策の影響は根強いものがありました。事業の参加者募集においては、応募が少なく苦慮いた
しました。6年度は、このようなことがなくなるよう願うばかりです。第四期地域づくり計画策定において
は、各部会で熟議され提出されましたので、最終段階に入ります。部会と事務局は連携し、地域課
題解決に向けて「地域活性化」と「事務局の円滑な運営」を図ります。

　地域住民や各種団体と連携・融和を図るとともに、地域課題の解決に向けた活動を活性化し、安
心・安全な地域づくりを進めます。

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

②

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

４　総括

①　山口県立大学にアンケート集計・分析を依頼し、結果を基に各部会で地域課題・解
決に向けた事業を協議しました。各部会での（案）が提出されました。

②　標語募集は子どもから高齢者まで多く応募があり、選考した7標語で新たに幟旗を作
製し地域へ配布しました。あいさつの大切さが浸透してきました。「明るい宮野」を目指し
ます。

③　「ふるさと宮野再発見」をモットーに多種多様な作品が出品され、作品の向上が見受
けられます。写真は、地域で好評を得ているカレンダー作製に引用されています。応募
者増大に向け、企画の工夫が必要です。



事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（成果・評価）　事務局4名体制により、円滑な事務局運営ができました。本会及び受託
団体の運営やウェブサイトの円滑な管理運営ができ、広報紙等で情報発信を図りまし
た。

（成果）　各部会において、地域課題について見直しを行い、課題解決のための事業
を協議しました。

（評価）　決定はできていませんが、各部会より計画（案）が提出されました。

（今後に向けて）　各部会からの提出された計画を整理し、地域の意見を反映した計画
を策定します。

（今後に向けて）　県と市との進捗状況に注意を払い、地域対応に努めます。県林業
指導センター跡地利用についても県の動向に注意を払います。

（実施内容）　アンケート集計・分析を県立大学に委託し、分析結果を基に各部会で地
域課題及び解決に向けた事業計画を策定しました。

（実施時期）　通年

第四期地域づくり計画策定事業

　212,393円

　663,557円

（実施内容）　ウェブサイトの管理運営とともに、広報紙「みやの地域づくりだより」を発
行し、事業紹介や地域の課題解決について情報共有を図りました。

（実施時期）　通年

（成果）　南キャンパス跡地利用及び北キャンパス建設計画等について、移動市長室
を利用して山口市よりの情報提供及び地元要望を共有しました。

（評価）　現状を周知できました。

（今後に向けて）　ウェブサイトで最新情報を的確に提供するとともに、広報紙発行回
数の増加等により地域情報の共有化を推進します。

未来構想研究事業（山口県立大学等跡地利用）

　5,165円

（実施内容）　南キャンパス跡地利用に伴う県・市からの情報を周知しました。

（実施時期）　通年

（今後に向けて）　部会主体の事業推進・実施を目指し、部会と事務局の連携強化を
図ります。本会及び受託団体の円滑な運営に努めます。

　8,520,361円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1名、事務局員3名

（運営費の主な内容）　事務局員人件費、事務費

５　事業内容

（２）総務部会

（１）協議会運営

事務局の
運営体制

事業概要

事業概要

（成果）　協議会の活動紹介や地域課題の共有は概ね図れました。地域情報誌「みや
の」への印刷費支援により周知度の上昇が図れました。

（評価）　細やかなウェブサイト運営や広報紙発行などで事業啓発が図られました。

広報活動事業

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（成果）　地区内の環境維持団体に作業委託しました。

（評価）　地区のシンボルとして良好な環境維持が図られ、地区住民の負担もなくなり
憩いの場として利用されています。

（今後に向けて）　宮野の名所として広報するとともに、環境整備活動について関係団
体との連携を継続します。

（今後に向けて）　啓発支援を継続します。

　100,000円

（実施内容）　公園維持活動（草刈り）について、関係団体と協議し実施しました。

（実施時期）　6月～11月

木戸山公園整備事業

（実施時期）　―

（成果）　―

（評価）　―

人権学習講演会支援事業

　0円

（実施内容）　規模縮小開催のため支援していません。

（評価）　申請受付、審査、実施と円滑に実施できました。

（今後に向けて）　担当者と十分な連携を図り、交付金の有効的利用を図ります。

土木工事

（実施時期）　通年

（成果）　申請：6団体　

　3,614,192円

（実施内容）　法定外公共物等整備事業を実施する地元関係者を補助しました。

（成果）　小学5年生：計60人（稲刈りのみ）　園児：計161人（イモ苗植付け、収穫）の参
加により自然に触れました。

（評価）　子どもたちへの食農教育啓発が図れました。

（今後に向けて）　関係団体と協議を重ね、継続します。

子ども食農教育事業

（実施内容）　子どもたちが自然に触れる体験を支援しました。

（実施時期）　6月～１１月　（５月：田植え体験　雨天中止）

　50,000円

（３）生活・環境部会

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

　55,000円

クリーン月間啓発事業

　76,493円

（成果）　―

さくらの里づくり維持管理事業

不法投棄防止運動事業

（実施内容）　パトロールの実施及び幟旗作製・設置等により、不法投棄防止運動の啓
発に取り組みました。

（実施時期）　通年

（成果）　常習地帯への幟旗設置やパトロールとゴミ収集を実施しました。

（評価）　不法投棄が絶えません。関係機関との連携を強化します。

（今後に向けて）　関係機関との連携及び不法投棄禁止を広報し、不法投棄のない地
域を目指します。

（成果）　美化推進活動は、地域に概ね浸透しました。

（評価）　一斉清掃実施町内会数は、概ね目標を達成しました。

（今後に向けて）　町内会一斉清掃を推進し、環境美化の意識向上を図ります。

（実施内容）　9月を「宮野クリーン月間」と定め、全世帯にゴミ袋を配布すると共に、町
内会単位での一斉清掃を推進しました。宮野小・中学校による地区合同清掃作業に
協力しました。

（実施時期）　9月～11月

　8月から10月に一斉清掃した町内会数：　23町内会

（評価）　―

（今後に向けて）　水質保全等の必要性を啓発します。

　0円

（実施内容）　実施していません。

（実施時期）　―

河川水質保全活動事業

　168円

（実施内容）　老木等の処理について町内会からの要望を聞き取りました。

（実施時期）　通年

（成果）　実施していません。

（評価）　―

（今後に向けて）　申請のあった公共性の高い地域のサクラ樹については、再確認し計
画的な処理作業を行ないます。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

里山資源利用団体支援事業

　15,000円

（実施内容）　「マロニエの森の会」が実施するサクラ植樹を支援しました。

（実施時期）　3月

（成果）　枝垂桜苗木2本の購入費を支援しました。

（評価）　団体の活性化及び地域の活性化に繋がりました。

（今後に向けて）　里山資源利用団体の認知度を高める等の事業を支援します。

地域と県立大学の交流会支援事業

　0円

（実施内容）　地域と山口県立大学を繋ぐ、交流会に参加しました。

（実施時期）　12月

（成果）　地域住民と学生の間で宮野の良いところ等の意見を交わしました。

（評価）　趣向を変えての開催で、支援対象になりません。

（今後に向けて）　相互理解を深めるための事業内容を検討します。

着物喫茶支援事業

　46,160円

（実施内容）　コロナ以前の体制で、秋2回開催しました。

（実施時期）　10月・11月

（成果）　地域住民と学生との交流は、達成できました。

（評価）　地域サークルのイベントでしたが、来客数は概ね達成できました。

（今後に向けて）広報活動や喫茶でのおもてなし内容を検討し、コミュニケーション能
力の向上に取り組みます。

まち歩き支援事業

　27,000円

（実施内容）　学生案内による徒歩ツアーを秋2回開催予定でしたが、11月開催（宮野
地域外）は中止となりました。

（実施時期）　10月・11月

（成果）　参加者が少なく、目標は達成していません。

（評価）　コースを変更する等の工夫をしましたが、広報等の周知方法に課題を残しま
した。

（今後に向けて）　参加者の増加を図るため、広報・企画内容を検討します。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（４）地域福祉部会

道路維持活動助成事業

　671,484円

（実施内容）　町内会が実施する市道の除草作業に対して助成しました。

（実施時期）　4月～12月

（関係町内会数）　10町内会

（成果）　取組町内会数は前年度と同数でした。

（評価）　市の予算の範囲内で、市道の安全を維持しました。（44円/㎡）

（今後に向けて）　町内会への情報提供を十分行い、事業実施する町内会及び路線
の増加を図ります。

あいさつ運動事業

　332,786円

（実施内容）　幟旗標語を募集し７標語を選考し、新たに作製して町内会や関係機関
に配布・設置して、普及・啓発を図りました。（175枚）

（配布時期）　通年

（成果）　幟旗を地域全体に設置することにより、コミュニティ活動の大切さが地域全体
に浸透しています。

（評価）　子ども達から高齢者まで、地区全体で「あいさつ運動」が活発化しました。

（今後に向けて）　「あいさつ運動」を継続し、明るい地域づくりを目指します。

救命講習会開催事業

　4,577円

（実施内容）　普通救命講習Ⅰ（3時間コース）に20名の参加があり、知識と技術を身に
着けました。

（実施時期）　2月

（成果）　人命救助の正しい知識と技術、勇気を身につけました。

（評価）　参加者数は概ね達成できました。初心者が多く、次に繋がります。

（今後に向けて）　繰り返し受講することにより知識・技術は身に着くので、意識を高め
るため開催を継続します。

世代間交流スポーツ大会開催事業

　37,321円

（実施内容）　子どもから高齢者まで57名で地区老人クラブの指導により、ニュース
ポーツ「カローリング競技」を実施しました。

（実施時期）　12月

（成果）　馴染みのないスポーツでしたが、楽しい時間を過ごし次回に繋がります。

（評価）　ニュースポーツでの開催を望む意見が多くあります。

（今後に向けて）　新旧競技を交えての交流会を企画します。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（５）安心・安全部会

健康福祉講演会開催事業

　4,577円

（実施内容）　「みんなの手話言語条例」に基づく講演会を開催しました。

（実施時期）　1月

（成果）　聴覚障害の実態や手話についての認識が深まりました。

（評価）　馴染の薄い課題でしたが、実情を理解し今後に繋がりました。

（今後に向けて）　新たな知識・認識を啓発・普及する必要があります。

コミュニティ交通支援事業

　9,692円

（実施内容）　コミュニティタクシーの地域での重要性や利用促進に係る情報提供を支
援しました。

（実施時期）　4月・2月

（参加人数）　不特定多数

（成果）　バス停の位置や乗り方など身近な情報を提供し、利用促進を図りました。

（評価）　利用者の需要は増加傾向にあるので、きめ細やかな情報提供が必要です。

（今後に向けて）　コミュニティ交通の重要性や必要性を周知し、利用促進を支援しま
す。

子どもの安全対策事業

　9,624円

（実施内容）　小学校入学式での「宮野キッズ守り隊」の紹介や関係団体と連携を図り
見守り活動を実施しました。「こども110番の家」の協力者・団体へ幟旗を配布し、子ど
もの安全を図りました。

（実施時期）　通年

（成果）　子どもの登下校の安全が確保されました。

（評価）　関係団体等と連携し、概ね活動が実施できました。

（今後に向けて）　関係団体と十分な連携を図り、会員の拡大及び見守り活動の強化
を目指します。

高齢者の安全対策事業

　10,577円

（実施内容）　関係団体主催事業の情報提供を支援しました。（交通安全教室）

（実施時期）　2月

（成果）　「自分の身は自分で守る」意識の向上を図りました。

（評価）　高齢者の意識改革が図れました。

（今後に向けて）　地域の高齢者が加害者・被害者にならないための情報提供し意識
の向上を図ります。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

反射鏡設置補助事業

　75,000円

（実施内容）　交通事故防止等のための反射鏡設置や修復を補助しました。

（実施時期）　通年

（対象箇所数）　1町内会　　1基

（評価）　補助事業の内容周知や設置必要箇所等を再確認する必要があります。

（今後に向けて）　町内会長に対し、交通事故防止対策としての必要性を広報し、周知
を図ります。

防犯灯設置補助事業

　39,084円

（実施内容）　安心・安全を図るため、地域の防犯灯設置を支援しました。

（実施時期）　通年

（実施町内）　8町内会　　13灯

（成果）　特別加算補助金を対象とした指定区域には、設置されませんでした。

（評価）　安心・安全の視点から、地域の現状を再確認する必要があります。

（今後に向けて）　住民の安心・安全対策の重要性を啓発します。今後、申請が増加す
る傾向にあるため予算確保に努め、「明るい宮野」を推進します。

防災対策向上事業

　12,257円

（実施内容）　子どもを対象とした「防災学習会」を企画・準備しましたが、応募者が少
ないため中止としました。

（実施時期）　11月

（成果）　防災対策の重要性を子どもの頃から認識してもらうための企画でしたが、応
募者からは残念との意見でした。

（評価）　コロナの影響と日程に課題を残しました。

（今後に向けて）　子どもを対象とした体験学習会の実施や関係団体と連携しての自
主防災組織設立の必要性・重要性を周知します。

自主防災組織補助事業

　0円

（実施内容）　実施していません。

（実施時期）　―

（成果）　―

（評価）　―

（今後に向けて）　該当町内会に資材購入について、再度情報提供を行います。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（６）健康・体育部会

（７）文化・伝統部会

ウォーキング開催事業

　18,710円

（実施内容）　歩くことを主体とした「健康ウォーキング」を開催しました。

（実施時期）　3月

（参加人数）　26名

（成果）　大殿方面まで足を延ばし、健康づくりに資することができました。

（評価）　参加者の目標人数は概ね達成しました。

（今後に向けて）　ウォーキングを介して、健康づくりの盛んな地域を目指します。

健康増進事業

　0円

（実施内容）　実施していません。

（実施時期）　―

（成果）　―

（評価）　―

（今後に向けて）　全ての世代に係る健康増進に資する企画を検討します。

健康体力測定事業

　14,709円

（実施内容）　子どもから高齢者まで60名で地区老人クラブの指導により、ニュース
ポーツ「クッブ競技」を実施しました。

（実施時期）　2月

（成果）　馴染みのないスポーツでしたが、楽しい時間を過ごし次回に繋がります。

（評価）　身軽に屋内外での競技種目を望む多くの意見があります。

（今後に向けて）　体を動かす習慣付けを推進します。

歴史講座開催事業

　4,577円

（実施内容）　実施していません。

（実施時期）　―

（成果）　―

（評価）　―

（今後に向けて）　好評な事業あることから継続とし、テーマや講師等の内容を検討し
ます。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

歴史・文化・自然写真コンテスト事業

　186,127円

（実施内容）　審査会による賞と展示会を兼ねての投票による賞を設けて、第14回写真
コンテストを実施しました。

（実施時期）　8月～2月

（応募人数・応募数）　12名　・　33点

（成果）　写真応募や展示会を通じて、宮野の名所等を再発見し、愛着を深めました。
投票は、コンテストや宮野への関心を高めることに貢献しました。

（評価）　応募者数増加について課題を残しましたが、写真の評価は向上しています。

（今後に向けて）　広く地域内・外に企画を紹介する方法を検討します。これまでの作
品の紹介について検討します。

名所・旧跡等保全促進看板調査・設置事業

　0円

（実施内容）　「宮野名所・旧跡マップ」をもとに、訪れる方がわかるように名所・旧跡へ
の案内板を設置しました。

（実施時期）　3月

（成果）　関係団体において作製した看板を設置しました。（3本）

（評価）　名所散策の際に、安心・安全な案内となります。

（今後に向けて）　名所・旧跡の散策を推進するために、今後わかりにくい箇所への案
内板設置を関係団体と調整し推進します。

名所・旧跡等保全活動啓発事業

　351,003円

（実施内容）　歴史・文化・自然写真コンテスト応募写真を厳選し「MIYANO　2024　宮
野の風景カレンダー」を7,500部作製し、全戸配布及び関係機関に配布しました。

（実施時期）　9月～2月

（成果）　好評なカレンダーで、自然豊かな宮野の名所・旧跡を地区内外に周知するこ
とができました。

（評価）　ふるさと宮野に愛着が深まりました。

（今後に向けて）　風景カレンダーの作製・配布を継続することにより、「ふるさと宮野
愛」を育みます。

伝統芸能周知事業

　0円

（実施内容）　地区行事の際に、写真展示を行いました。

（実施時期）　10月

（成果）　伝統芸能の一部を紹介しました。

（評価）　見物者より好評をいただきました。

（今後に向けて）　伝統芸能を再確認し地域行事で紹介するなど、普及と支援を行い
ます。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

ホタルまつり支援事業

　200,000円

（実施内容）　地域文化活動を支援しました。

（実施時期）　６月

（成果）　新企画から昨年の4,000人を超える多くの来場者で賑わい、自然豊かな宮野
の再認識を図りました。

（評価）　イベントの内容変更等、新たな取り組みが見受けられました。

（今後に向けて）　参加者増加に繋がる新たな企画・運営を支援します。

祇園裸坊参加支援事業

　80,000円

（実施内容）　市内の伝統行事に宮野地区としての参加を支援しました。

（実施時期）　7月

（参加人数）　49名

（成果）　「宮野魂」を発揮しましたが、参加者が目標を達成していません。

（評価）　参加者数において課題を残しました。

（今後に向けて）　参加者増加につながる新たな企画・運営を支援します。

事業概要
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